
メディア通信工学専攻 
 

教育の目的 

  メディア通信工学専攻では、通信、放送、コンピュータ分野、及び、その基盤となるデバイス、

回路分野、さらに、複合領域であるヒューマンインターフェース工学分野の教育・研究を充実さ

せ、これらの分野を中心に、社会発展の中核として活躍できる技術者人材の育成を目指していま

す。また、留学生教育、研究交流を通じての国際貢献、社会人教育を通じての地域社会貢献を行

います。 
 

教育プログラム（内容と方法） 

内容：① 情報通信、デバイス・回路、ヒューマンインターフェース工学の 3 分野について、科

目は、「基礎的事項から最先端の事項まで」を含む構成とし、講義形式で開講しています。 
   ② 特別輪講、特別演習、特別実験では、1 年次より所属研究室活動を通じ最先端の研究

課題を把握させ、課題解決のための解析技法、測定技法、資料調査技法を習得させます。 
③ 科目学習、研究室活動の集大成である修士研究を「修士論文」にまとめ、公開します。

さらに、学会発表や学術誌論文投稿ができるよう指導します。 
方法：① 講義科目における学習は、学部科目と基本は同じであるが、授業中における討論、演

習、宿題に比重を置きます。成績は、試験やレポートに加え、学生個別のインタビュー

を実施し、真の学力定着を判断して評価します。 
② 特別輪講、特別演習、特別実験については、自主的な調査結果を、専攻全体、グルー

プ、研究室単位の討論会で発表し、討論結果を各自の研究に反映させ効果向上を図りま

す。 
③ 修士研究は、所属研究室教員の指導に基づき、1 年次～2 年次を通じて実施し、技術内

容とともに論文体裁も評価し、修了可否を判定する。論文は広く公開する。また、在学

中に少なくとも 1 件の学会発表を行うことを基本とします。 

 

履修モデル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（研究等、必修）   
 
 
 
 
（科目履修、選択） 

特別輪講／特別演習／特別実験 
 

研究中間発表 

・ 主専攻コース科目から 4 科目以上 
・ 副専攻コース科目から 4 科目以上 
・ 共通科目から 2 科目以上 

 
外部発表 

修士研究 

 
論文中間審査 

 
最終審査 

修了必要条件    修士研究(論文)＋(特別輪講、特別演習、特別実験)＋(科目 20 単位(10 科目)) 

  
1 年次 4 月 

  
2 年次 4 月 

  
2 年次 3 月 

(注) 主専攻コース科目とは、3 分野のうち所属研究

室の研究分野に関連した科目． 
副専攻コース科目とは、その他の分野の科目． 



メディア通信専攻履修科目の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

メディア通信工学科 

情報通信分野 デバイス・回路分野 ヒューマン 
インターフェース工学分野 

情報通信 
   光通信ネットワーク 
   ワイヤレスネットワーク 
  コンピュータネットワーク 
  ワイヤレス工学 

非線形ファイバ光学 

 
ヒューマン 
インタフェース工学 
メディアヒューマン 

インタフェース工学 
人間情報工学、光情報処理 
非線形システム学、知能工学 

メディアデバイス・回路 
メディアデバイス工学、マルチメディア機器工学、 

磁性体工学、レーザー工学、LSI 設計演習 

博士後期課程 社会 

学部 

z 予備研究・調査（1 年次）結果を、第

4 四半期実施の「修士研究中間発表

会」で発表し、合格判定を経て本格
的に研究する。 

z 2 年次第 3 四半期実施の予備審査を

経て修了合格を判断する。 
z 学会発表、学会論文誌投稿を積極的

に支援する。 

比重 
(45%) 

(25%) 
10 単位 
必修 

(30%) 
20 単位選択 

z 輪講：修士研究テーマ探索を意識し

た論文調査をし、テーマに関する研
究動向資料にまとめ、専攻全体会で

発表。討論する。 
z 演習：修士研究の基礎学習計画を自

主立案。研究の道具である計算機シ

ミュレーションソフトの習得と基礎

理論を学修する。 
z 実験：修士研究の予備的実施段階の

もの。1 年次第 4 四半期に中間発表を

実施し、2 年次の本格研究に移行す
る。 

z 科目内容の詳細は専攻シラバス通り 
z 科目選択の原則は、3 分野のうち所属

分野（所属研究室による）と他分野
（共通科目を含む）の比率を 1：1 と

する。 
z 他専攻科目については、修士研究テ

ーマとの関係を勘案し、指導教員の

助言を得て受講する。 
z 1 年次夏期の企業インターンシップ

を奨励する。 

修士研究 

特別演習 特別実験 

特別輪講 

大学院 

博士前期課程 

 

共通科目 
応用数学ⅠⅡ、数理工学、固体物理ⅠⅡ、 

人間感性数理工学、シナジェティクス、膜工学、 
知的財産法概論、インターンシップ（学外実習） 



 
分 野 授  業  科  目 単位数 担 当 教 員 

   非線形システム学特論 ２ 赤 羽 秀 郎 

   光情報処理特論 ２ 鵜 野 克 宏 

   レーザー工学特論 ２ 辻   龍 介 

   人間情報工学特論 ２ 矢 内 浩 文 

   ワイヤレス工学特論 ２ 鹿子嶋  憲 一 

   ＬＳＩ設計特別演習 ２ 尾保手  茂 樹 

   コンピュータネットワーク特別演習 ２ メディア通信工学専攻教員 

メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
学 

   知能工学特論 ２ 上 原 清 彦 

   光通信ネットワーク特論 ２ 小山田  弥 平 

   マルチメディア機器設計特論 ２ 塚 元 康 輔 

   磁性体工学特論 ２ 杉 田 龍 二 

   メディアデバイス工学特論 ２ 小 峰 啓 史 

   ﾒﾃﾞｨｱﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ工学特論 ２ 山 田 光 宏 

   非線形ファイバ光学特論 ２ 中 村 真 毅 

メ
デ
ィ
ア
機
能
工
学 

   ワイヤレスネットワーク特論 ２ 梅比良  正 弘 

     メディア通信工学専攻学外実習 ２ メディア通信工学専攻教員 

     知的財産法概論 ２ 山 本   宏 

  ◎ メディア通信工学特別実験Ⅰ ２ メディア通信工学専攻教員 

  ◎ メディア通信工学特別実験Ⅱ ２ メディア通信工学専攻教員 

  ◎ メディア通信工学特別演習Ⅰ ２ メディア通信工学専攻教員 

  ◎ メディア通信工学特別演習Ⅱ ２ メディア通信工学専攻教員 

  ◎ メディア通信工学特別輪講 ２ メディア通信工学専攻教員 

   応用数学特論Ⅰ ２ 岡    裕 和 

   応用数学特論Ⅱ ２ 中 本 律 男 

   数理工学特論 ２ 西 尾 克 義 

   固体物理学特論Ⅰ ２ 田 附 雄 一 

   固体物理学特論Ⅱ ２ 高 橋 東 之 

   人間感性数理工学特論 ２ 湊     淳 

   シナジェティックス特論 ２ 小 澤    哲 

   シナジェティックス演習 ２ 湊     淳 

  膜科学特論 ２ 熊 沢 紀 之 

□ 先端科学トピックス 通年２   

☆ 工学特論 ２   

   工学特別講義（科目名ごと） １～４   

共 
 
 

通 

   連携大学院客員教員による授業科目                     ２～６   

 


